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※街中を幸せにするロボット社会創出（地方創生 地域活性化）

※コミュニケーション・ロボットのビジネス活用による社会貢献
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AI ロボットコミュニケーションのビジョン
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NAO

ロボット販売・カスタム

※NAO®/Pepper © 販売事業

・ソフトバンクロボティクス社製 NAOの販売

・カスタマイズおよび技術サポート

・NAOのオリジナルデバイス、アプリケーション開発

※ロボットソフトウェア販売事業

・サービスロボット用ソフトウェア
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テレ朝抜粋.mp4
RoboCup2017.mp4
TV朝日ロボット旅春日.mp4
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ロボットプログラミング教育カリキュラム例
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第１回⽬
・到達⽬標
・プログラムとは
・基本的な構造
「順次実行」「条件分岐」（決められた条件、それ以外）
・発表会についての説明（内容検討を指示します）

第２回⽬
・学習の振り返り
・基本的な構造「繰り返し」
・言語切り替え
・チームごとにオリジナルプログラム検討
テーマ：英語と算数または、社会の問題を出すプログラム
・発表会についての説明（チームごとの課題決定）

第3回⽬
・学習の振り返り
・オリジナルプログラム作成
・オリジナルプログラム発表
・発表会についての説明（チームごとの課題検討）

③カリキュラム概要（1/2)

第４回⽬
・最先端技術講話（前Aldebaran Robotics技術者）
・発表会についての説明（発表用ツールの操作方法）

第5回⽬
・発表用作品作成
・発表会用プレゼンテーション作成
・AIカリキュラム（検討中）

屋外学習
・作品の実践

発表会（表彰式）

③カリキュラム概要（2/2
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→メディア等を活用し広く認知してもらう活動を推進

テレワークなどの場所を選ば
ない働き方が今後広がる中
でUターンの可能性のあるな
職種に従事

ロボットプログラミングをスタートとし
将来必要とされる人材の育成を継続的に推進

取組の情報発信
(企業へのPR→地域への興味→誘致)
→将来必要とされる能力育成への取り組みを
地域の魅力として情報発信

プログラミング教育の⽬的

人材の育成

グローバル人材
応援隊の育成
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プログラミング教育の課題と今後展開

2020年度 小学校段階でのプログラミング教育必修化

さまざまな課題を抱える教育現場

教育者の人材不足
生徒のスキル
のバラツキ

「論理的な考え方」
の習得

「第４次産業時代」
で活躍

プログラミング教育に期待されている効果

「想像力・創造力」
を生み出す

飽きないための
カリュキュラム
(⽬標の設定)
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英語
(活用)

小学校の英語教育拡大に向けてALT(外国語指導助手)のサ
ポート、代わりとしての教育ツール

算数
(活用)

公式、九九などを楽しみながら学び、憶える

表現力の高い人型ロボットのメリットを活かしフログラミング教育以外
の英語、算数、社会などの授業に活用

・
・
・

社会
(活用)

年号、人物などを楽しみながら学び、憶える

容易な操作

ロボットによる別教科の活用例
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AIカリキュラム案
教育の⽬的
急成長している人工知能(AI)の概念をビジュアルプログラミング教材で学び

人工知能が得意とする領域、不得意する領域を理解しこれからのAI時代を生き
抜くためのスキルを身につけるスタートとする。 （人が考えるべきことをしっかり理解する）

《教育例》

AI

入力
分かりま
せん

OUTPUT

不完全な教師辞書

AI

学習

教師辞書の精度を上げる

リンゴの特異点を学習させる

AI

入力
リンゴで
す

OUTPUT

完成した教師辞書

ツールを日本語化
又はロボットに移植

※現状のAIを実体験し概念を理解し活用
する事でAI時代を生き抜くためのスキル
を身につける
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《コミュニケーションロボットによる地域活性化例

プ
ロ
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ン
グ
教
育(

ベ
ー
ス
教
育)

教育
(応用)

《親子教室》親子のコミューニケーション活性化

親子で協力しあいながら課題を解決することで、親子間の

コミュニケーションと新たな発想ができる人材を育成する

《イベント活用》

終業式、入学式に子供たちからのメッージをプログラミング等

論理的
思考力
の育成

福祉
(応用)

《福祉教育》思いやりの気持ちと高齢者への感謝の気持ちを育む

老人ホームやデイサービスセンターでプログラミングした

ロボットを披露する場を設け、思いやりと感謝の気持ちを育む

と伴に、高齢者に対して楽しい時間を提供する

観光
(応用)

《魅力発見教育》地域の文化、自然の魅力を考え発信

子供たちに地域の自然、文化、人の魅力を自分たちなりに考え、

その魅力を空港、港、駅、イベントで披露する事で、地域の将来

について考える場を提供。

表現力の高い人型ロボットを活用することで、論理的思考力育成以外
での活用シーンもつくりだし、地域住民による積極的な利用を促進する。

記
憶
に
残
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
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ＮＴＴ東日本との協業
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品川区プログラム教育実証実験について.pdf
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ロボットプログラミング教
室

鹿児島県徳之島町役場様 2式導入 役場より学校に貸し出し
©2018, AI Robot Communication Inc. All rights reserved.

徳之島.mp4
PPAP.mp4
ロボットラーニング_プレゼンSota.mp4
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お知らせ（防災情報等）活用例 カスタマイズ

音声合成 音声認識・対話 認証

自治体からの E-Mailでのお知らせを
音声で知らせ、特定の防災サイトを
タブレットに表示します。

外部端末
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帰宅時、外出時の声がけ コミュニケーション（活用例）

音声合成 音声認識・対話 認証

みまもりセンサー

人感センサーで人を認識しカメラを使用した
顔認識と組み合わせ
帰宅時は○○さんお帰りなさい！
外出時は○○さん、夜遅くにどこ行くの！
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KVID0688.mp4
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